
千葉県登録文化財の登録について 

 
令 和 ５ 年 ２ 月 ７ 日  

千葉県教育庁教育振興部文化財課 

電話：０４３－２２３－４０８２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 新たに登録する有形文化財 （※詳細は別紙のとおり） 

名 称 種類 員数 所有者 

南
みなみ

二重
ふたえ

堀
ぼり

遺跡
いせき

出土
しゅつど

土
ど

製品
せいひん

（鳥形
とりがた

土
ど

製品
せいひん

） 
考古資料 １点 

千葉県 

（千葉県教育委員会） 

太田
おおた

法師
ほうし

遺跡
いせき

出土
しゅつど

銅
どう

製品
せいひん

 

（六鈴
ろくれい

釧
くしろ

） 
考古資料 １点 

千葉県 

（千葉県教育委員会） 

市原
いちはら

条里制
じょうりせい

遺跡
いせき

出土
しゅつど

鉄
てつ

製品
せいひん

 

（鉄製
てつせい

穂摘
ほつみ

具
ぐ

） 
考古資料 １点 

千葉県 

（千葉県教育委員会） 

 

２ 新たに登録する記念物 （※詳細は別紙のとおり） 

名 称 所在地 地域 

銚子
ちょうし

の古銅
こどう

輝石
きせき

安山岩
あんざんがん

 銚子市 
川口町２丁目6528番２号 

（古銅輝石安山岩保存公園内） 

 

３ その他 

 これらの文化財は、文化財登録簿に登録した後、県報に告示します。 

このたび、令和５年１月１９日（木）に開催された千葉県文化財保護審会において 

千葉県登録文化財に登録すべきとの答申があった下記の文化財４件について、  

千葉県登録文化財に登録することを決定しました。 

この結果、千葉県が登録する初めての文化財として、有形文化財３件、登録記念物 

１件が登録されます。 



千葉県登録文化財の登録について 

【有形文化財（考古資料）】 南
みなみ

二重
ふ た え

堀
ぼり

遺跡
い せ き

出土
しゅつど

土
ど

製品
せいひん

（鳥形
とりがた

土
ど

製品
せいひん

） 

大 き さ：24.7cm×7.5cm×6.4cm 

遺跡所在地：千葉市 

概  要：古墳時代前期の鳥形土製品で、扁平な腹部の 

表現から水鳥を模したものと推測される。 

住居跡から出土している。全国的にも珍しい 

資料。 

 

 

【有形文化財（考古資料）】太田
お お た

法師
ほ う し

遺跡
い せ き

出土
しゅつど

銅
どう

製品
せいひん

（六鈴
ろくれい

釧
くしろ

）  

大 き さ：外径 17.7cm、鈴の径 2.3cm 

遺跡所在地：千葉市 

概  要：古墳時代後期の六鈴釧で、古墳から出土して 

いる。「釧」は腕輪のことで、ほぼ正円に近い 

環状で６つの鈴が付く。現在でも音が鳴るなど、 

遺りは極めて良く、千葉県内では希少な事例。 

 

 

 

【有形文化財（考古資料）】市原
いちはら

条里制
じょうりせい

遺跡
い せ き

出土
しゅつど

鉄
てつ

製品
せいひん

（鉄製
てつせい

穂摘
ほ つ み

具
ぐ

） 

大 き さ：10.9cm×3.8cm×3.5cm 

遺跡所在地：市原市 

概  要：古代の鉄製穂摘具で、水田跡から 

出土し、保存状態も良好である。 

一般的に手鎌と呼ばれ、関東地方 

では 11 世紀まで利用されたと 

いわれる。 

 

 

【記念物（動物、植物及び地質鉱物関係）】銚子
ちょうし

の古銅
こ ど う

輝石
き せ き

安山岩
あんざんがん

 

所 在 地：銚子市 

概  要：利根川河口に位置し、約 2000 万年前に 

噴火活動によって溶岩が冷え固まって 

できた火山岩。マグネシウムに富む 

「古銅輝石」という鉱物が含まれる。 

日本海の拡大が始まった時代、活動的 

であった当時の日本列島の様子を解明 

する上で重要な岩石。 

別 紙 


